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【
モ
ン
ゴ
ル
で
の
活
動
の
様
子
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
で
放
映
さ
れ
る
】

　

平
成
27
年
３
月
８
日
、
関
東
学
術
大
会

神
奈
川
大
会
に
お
い
て
、
田
澤
裕
二
部
員

と
と
も
に
国
際
部
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
公
益
社
団
法
人
日
本
柔

道
整
復
師
会
（
以
下
「
日
整
」
と
い
う
。）

で
は
、
平
成
18
年
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お

い
て
、
柔
道
整
復
術
の
普
及
を
目
標
に
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
現
行
の
Ｊ

り
、
講
義
の
特
徴
と
し
て
は
現
地
で
調
達

可
能
な
針
金
等
を
用
い
た
固
定
材
料
の
作

成
と
平
成
26
年
５
月
に
完
成
し
た
モ
ン
ゴ

ル
語
の
柔
道
整
復
術
テ
キ
ス
ト
・
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
用
い
て
講
義
を
行
っ
て
い
る
点

で
す
。
二
つ
目
は
、
怪
我
に
対
す
る
正
し

い
認
識
の
啓
発
を
目
的
に
、
一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
、
応
急

処
置
の
重
要
性
の
説
明
と
三
角
巾
等
を
用

い
た
固
定
実
技
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
報
告

い
た
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

国
民
の
税
金
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発

援
助
）
が
使
わ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
10

月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル

ド
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
で
の
活
動
の
様
子

が
全
世
界
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
差
が
大
き
く

地
方
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
課
題
】

　

モ
ン
ゴ
ル
国
全
体
の
保
健
指
標
は
、
改

善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
差
が
大
き

く
地
方
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
外
傷
発
生
原

因
の
多
く
は
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
や
落
馬
で
す

が
、
最
近
で
は
交
通
事
故
に
よ
る
外
傷
が

頻
発
し
、
適
切
な
処
置
を
受
け
ら
れ
ず
後

遺
症
が
高
頻
度
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
の
地
方
に
お
い

て
、
一
次
医
療
を
担
う
医
師
が
外
傷
に
対

し
て
適
切
な
処
置
が
可
能
に
な
る
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
一
つ

目
に
、
学
生
や
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し

た
柔
道
整
復
術
の
講
習
会
を
実
施
し
て
お

矢　

口　

亞　

希

矢　

口　

亞　

希

（
公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会

（
公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会

国
際
部
員
・
公
益
社
団
法
人
茨
城
県

国
際
部
員
・
公
益
社
団
法
人
茨
城
県

柔
道
整
復
師
会
水
戸
支
部
会
員
）

柔
道
整
復
師
会
水
戸
支
部
会
員
）

講義風景（固定材料作成）
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三
つ
目
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
柔
道
整
復
術
指

導
者
の
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
日
整

会
員
の
接
骨
院
や
整
形
外
科
等
の
医
療
施

設
で
の
日
本
研
修
や
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の
臨

床
実
習
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
市
川
整
骨
院
、
美
浦
整
骨
院
で
研
修

橋
本
昌
茨
城
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、

研
修
報
告
】

　

平
成
25
年
６
月
の
日
本
研
修
の
際
に

は
、
市
川
整
骨
院
、
美
浦
整
骨
院
に
て
受

け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
際
市
川
会
長
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
橋

本
昌
茨
城
県
知
事
へ
表
敬
訪
問
を
し
、
研

修
報
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
調
査
デ
ー
タ
な
ど

に
お
い
て
も
有
効
性
が
示
唆
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
で
柔
道
整
復
術
を

使
っ
た
外
傷
治
療
が
一
般
的
と
な
る
た
め

に
は
、
今
後
も
継
続
的
に
講
習
会
を
開
催

し
、
更
な
る
技
術
の
振
興
及
び
普
及
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者

候
補
は
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
病
院
・
大
学

等
の
勤
務
先
を
拠
点
と
し
て
柔
道
整
復
術

を
活
用
し
た
治
療
技
術
を
研
鑽
し
、
個
々

に
よ
る
講
習
会
も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
専
門
家
帯
同
の
上
で
臨
床
実
習

を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
指
導
者
候
補

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
な
り
、
次
世
代
の
指

導
者
の
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
目
標
達
成
に
は
柔
道
整
復
術
の

医
療
制
度
へ
の
組
み
込
み
が
必
要
】

　

現
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
残
り
一
年
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
目
標
達
成
に
は
、
懸
案
で
あ
る
柔
道
整

復
術
の
医
療
制
度
へ
の
組
み
込
み
、学
科
、

学
会
の
設
立
等
に
関
し
て
モ
ン
ゴ
ル
国
各

機
関
と
の
信
頼
関
係
の
中
で
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
国
の
ス
キ
ー
ム
を

使
っ
た
活
動
の
検
討
も
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
行
政
や
医
療
、
大
学
関
係

者
に
お
い
て
、
柔
道
整
復
術
の
必
要
性
が

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
現
地

で
の
医
療
従
事
者
の
熱
心
な
受
講
態
度

や
、
柔
道
整
復
術
を
用
い
た
治
療
例
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て

柔
道
整
復
師
の
正
し
い
認
識
や
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、会
員
の
先
生
方
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
ま
た

標
記
大
会
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
日
整
国
際
部
の
活
動
は
日
整
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.shadan-nissei.or.jp/

）

に
て
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

広
報
誌
「
日
整
広
報
は
つ
ら
つ
」
に
て
柔

道
整
復
術
を
指
導
す
る
講
師
と
し
て
の
モ

ン
ゴ
ル
国
で
の
体
験
を
連
載
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

株式会社 エス・エス・ビー

柔整ホットニュース最新柔整情報が読める！!
http://www.jusei-news.com/

http://www.sanshiro-net.co.jpWeb

〒305-0853 茨城県つくば市榎戸748－2 沼尻産業ビル
TEL 029-839-0346 ／ FAX 029-838-0874

使い勝手の良い操作性はもちろん、

療養費改正等の保険改正にすばやく対応。

迅速サポートでご好評を頂いている『三四郎くん』は、

常に進化を続ける信頼と実績の事務管理ソフトです。

　　　　　　　　　 は、
日本全国で最も多く使われている
接骨院・整骨院専用のレセコンです！

　

、

。

れているれれている

、

。

れているれれている

他社からの
データ移動も
お任せ下さい

講義風景（モンゴル人柔道整復術指導者候補）

橋本昌茨城県知事を表敬訪問
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【
第
５
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
形
競
技
会

茨
城
県
大
会
】

優
勝

　
（
取
）
柏
珀　
（
受
）
柏
晴

準
優
勝

　
（
取
）
高
野
生
芳　
（
受
）
勝
村
美
南

　

代
表
に
選
ば
れ
た
各
選
手
と
も
「
優
勝

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
元
気
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
第
24
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
茨

城
県
大
会
」（
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
柔

道
整
復
師
会
主
催
、
茨
城
県
柔
道
連
盟
後

援
）
が
７
月
５
日
、
つ
く
ば
市
の
筑
波
大

学
武
道
館
柔
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
柔
道
を
通
じ
て
、
少
年
少

女
の
健
全
な
心
身
の
育
成
に
努
め
る
と
共

に
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
並
び
に
柔
道
整

復
師
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
柔
道
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
成
績

上
位
の
選
手
は
、
10
月
12
日
に
東
京
の
講

道
館
で
開
か
れ
る
「
第
24
回
日
整
全
国
少

年
柔
道
大
会
」
へ
本
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

　

本
県
代
表
選
手
は
、
昨
年
の
大
会
で
３

連
覇
を
期
待
さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も
ベ
ス
ト

８
で
敗
退
。
今
回
は
雪
辱
を
果
た
し
全
国

制
覇
の
奪
還
を
目
指
し
選
手
や
役
員
関
係

者
は
熱
い
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
県
代
表
選
手
の
全
国
大
会
に
向
け
て

の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４
年
生
の
部

　

優
勝　

黒
川
拓
真
（
石
下
）

　

○
自
分
が
勝
っ
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢

献
し
た
い
で
す
。

５
年
生
の
部

　

優
勝　

大
松
﨑
彪
貴
（
誠
錬
館
）

　

○
全
国
大
会
で
は
一
本
を
取
る
柔
道
を

意
識
し
て
や
り
た
い
で
す
。

　

準
優
勝　

森
田
堅
心
（
石
下
）

　

○
絶
対
優
勝
し
た
い
で
す
。

６
年
生
の
部

　

優
勝　

下
村
琉
也
（
無
心
塾
）

　

○
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
優
勝
を
目
指

し
た
い
で
す
。

　

準
優
勝　

猪
瀬
真
司
（
岩
井
）

　

○
絶
対
に
勝
つ
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
試
合
に
挑
み
た
い
で
す
。

　

第
39
回
日
整
全
国
柔
道
大
会
中
関
東
地

区
予
選
会
が
つ
く
ば
市
の
筑
波
大
学
武
道

館
柔
道
場
で
７
月
19
日
（
日
）
開
催
さ
れ
、

30
歳
代
の
部
で
本
県
の
岡
本
栄
治
選
手
が

昨
年
同
様
、
オ
ー
ル
一
本
勝
ち
で
勝
ち
進

み
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
素
は
県
民
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
各
県
整

復
師
会
会
員
が
、
診
療
後
に
稽
古
を
積
ん

で
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

中
関
東
地
区
（
山
梨
県
・
埼
玉
県
・
茨

城
県
）
の
代
表
は
次
の
５
選
手
に
決
ま
り

ま
し
た
。

20
歳
代
の
部
：
金
杉
信
昭
（
埼
玉
県
）

30
歳
代
の
部
：
岡
本
栄
治
（
茨
城
県
）

　
　
　
　
　
　

新
井
伸
章
（
埼
玉
県
）

40
歳
代
の
部
：
新
井
丈
夫
（
埼
玉
県
）

50
歳
代
の
部
：
髙
橋
洋
一
（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
長　

荒
井
健
吉
）
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試合終了後に開催された親睦会では
会員の情報交換が活発に行われた

眞中進監督、下村琉也選手
猪瀬真司選手、一ツ柳明副会長
森田堅心選手、大松﨑彪貴選手
黒川拓真選手

中
関
東
地
区
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、

中
関
東
地
区
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、

岡
本
栄
治
選
手
が
活
躍

岡
本
栄
治
選
手
が
活
躍

全
国
制
覇
を
目
指
し
、

全
国
制
覇
を
目
指
し
、

　

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
の

　

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
の

本
県
代
表
選
手
が
決
ま
る

本
県
代
表
選
手
が
決
ま
る

豪
快
な
払
い
腰
が
決
ま

り
１
本
勝
ち
で
優
勝
を

決
め
た
岡
本
栄
治
選
手

（
30
歳
代
の
部
）
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43

県
南
支
部　

中
根
豊

　

５
月
の
連
休
、
鉾
田
の
実
家
に
行
く
た

め
、
車
で
走
行
中
反
対
車
線
の
竹
や
ぶ
で

人
が
倒
れ
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

車
を
止
め
駆
け
寄
っ
て
み
る
と
、
高
齢

の
男
性
が
手
に
包
丁
を
持
ち
手
か
ら
血

を
流
し
て
い
ま
し
た
。「
も
し
か
し
て
事

件
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
見
通
し
の
悪

い
カ
ー
ブ
だ
っ
た
の
で
安
全
を
優
先
し
、

車
道
側
か
ら
頭
の
向
き
を
変
え
、
意
識
が

あ
っ
た
の
で
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
タ
ケ

ノ
コ
を
取
り
に
来
て
足
を
滑
ら
せ
て
転
倒

し
た
と
の
こ
と
。
手
の
出
血
は
転
倒
し
た

際
に
負
傷
し
た
の
で
、
事
件
と
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
（
ホ
ッ
）。

　

泥
酔
し
て
い
て
立
て
な
い
状
態
だ
っ
た

の
で
、
介
抱
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
車
を
止

め
て
来
て
く
れ
た
方
と
一
緒
に
抱
き
か
か

え
、
近
く
の
家
ま
で
や
っ
と
送
り
届
け
ま

し
た
。

　

偶
然
に
も
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
方

が
鉾
田
警
察
署
の
署
長
さ
ん
で
、
見
通
し

の
悪
い
所
で
事
故
を
未
然
に
防
い
だ
と
い

う
こ
と
で
感
謝
さ
れ
、
今
回
の
授
与
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
救
命
救
急
の
講
習
会
や
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
様
々
な
救
護
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
に
今
後
の
救

護
活
動
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

県
北
支
部　

押
田
信
行

　

平
成
27
年
６
月
27
日
小
雨
の
中
、
東
海

村
総
合
体
育
館
に
お
い
て
「
日
本
赤
十
字

社
茨
城
県
支
部
常
備
救
護
班
等
災
害
救
護

訓
練
」
が
開
催
さ
れ
、
柔
道
接
骨
師
会
奉

仕
団
団
員
と
し
て
初
め
て
救
護
手
当
搬
送

要
員
と
な
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
、
２
、

３
と
あ
り
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
で
は
、

担
架
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
人

１
組
で
傷
病
者
を
担
架
に
乗
せ
る
時
に
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
声
を
掛
け
、
一
度

立
膝
に
傷
病
者
を
乗
せ
て
か
ら
担
架
に
乗

せ
る
の
で
す
が
、
思
う
よ
う
に
で
き
ず
時

間
が
か
か
り
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
２
、
３
で
は
、
け

が
人
の
止
血
の
た
め
の
包
帯
固
定
の
訓
練

を
し
ま
し
た
。
腕
、
足
、
頭
と
固
定
し
ま

し
た
が
、
頭
部
の
固
定
が
難
し
く
口
や
首

ま
で
巻
い
て
し
ま
い
、
け
が
人
に
苦
し
い

と
言
わ
れ
る
場
面
も
あ
り
、
こ
の
作
業
も

同
様
に
難
し
か
っ
た
で
す
。 

今
回
訓
練
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
必
要
な
知
識
、

技
術
の
習
得
、
迅
速
な
行
動
が
い
か
に
大

切
か
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

訓練に参加した団員

必要な知識、技術の習得、迅速な行動が
いかに大切かを知らされた訓練

平成27年5月22日付けの
茨城新聞で
大きく紹介されました

人
命
救
助
で
感
謝
状

人
命
救
助
で
感
謝
状

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部

常
備
救
護
班
等
災
害
救
護
訓
練
に

参
加
し
て
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第
31
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
ゴ
ル
フ
大
会

が
７
月
26
日
（
日
）、
野
田
市
の
紫
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
紫
あ
や
め
36
コ
ー
ス
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
は
、
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
＆
ホ
テ
ル
で
夕
食
会
が
あ
り
、
当
日
は
、

関
東
各
地
か
ら
、
ま
た
日
整
の
工
藤
鉄
男

会
長
を
始
め
来
賓
や
団
体
ゲ
ス
ト
の
方
々

を
含
む
140
名
あ
ま
り
が
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
茨
城
県
か
ら
は
、
会
長
を
始
め
27
名

が
出
場
し
、
猛
暑
の
中
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
３
時

か
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
茨
城
県
は
、
団

体
戦
で
準
優
勝
で
し
た
。
個
人
で
は
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
グ
ロ
ス
の
部
で
、
山
本
茂

会
員
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

の
部
で
は
、
高
田
博
美
会
員
が
３
位
、
吉

原
貴
範
会
員
が
６
位
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

ま
し
た
。　
（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

水
戸
支
部
ゴ
ル
フ
委
員　

藤
田
博
美

　

第
３
回
水
戸
・
県
西
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
６
月
14
日
（
日
）、
常
陸
大
宮

市
の
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
に
水
戸
赤

十
字
病
院
副
院
長
上
牧
裕
先
生
、
茨
城
県

柔
道
整
復
師
会
よ
り
鮏
川
秋
雄
経
理
部

長
、
谷
中
照
男
保
険
部
長
、
生
駒
久
視
事

務
局
長
を
迎
え
、
時
折
小
雨
が
降
る
曇
り

空
の
中
、
無
事
に
ラ
ウ
ン
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

優
勝
の
長
野
靖
志
準
会
員
の
喜
び
の
コ

メ
ン
ト
は
「
一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
、
ト
リ
オ
医
科
株
式
会
社
の
今

澤
様
や
嶋
﨑
先
生
に
お
世
話
に
な
り
、
ド

ラ
コ
ン
賞
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
諸
先
生
方
に
色
々
と
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
大
会
で
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
委
員

の
先
生
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

　

こ
れ
か
ら
も
水
戸
支
部
、
県
西
支
部
の

会
員
皆
様
の
親
睦
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
多
数
の
協
賛
を
賜
り
ま
し
た

株
式
会
社
エ
ス
・
エ
ス
・
ビ
ー
と
ト
リ
オ

医
科
株
式
会
社
に
は
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
東
京
都
柔
道
整
復
師
会

主
催
の
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
・
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
台
風
被
害
義
援
金　

第
14
回
都

柔
整
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」が
、

８
月
23
日
（
日
）
群
馬
県
高
崎
市
の
サ
ン

コ
ー
72
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
か
ら
は
、
会
長
を
始
め
４
名
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

早
朝
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
全
員

揃
っ
て
前
日
に
高
崎
に
向
か
い
ま
し
た
。

表彰パーティーであいさつする
市川善章会長

第
３
回
水
戸
県
西
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

第
３
回
水
戸
県
西
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

東
日
本
大
震
災
義
援
金
・

東
日
本
大
震
災
義
援
金
・

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
台
風
被
害
義
援
金

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
台
風
被
害
義
援
金

第第
1414
回
都
柔
整
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

回
都
柔
整
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第第
3131
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て

時折小雨が降るというあいにくの天気だったが
無事にラウンドを終了した参加者

本会からは市川善章会長を始め
４名が出場



いばらき柔道整復師会ニュース （6）第51号　平成27年９月30日（水）

〒311－4153　水戸市河和田町4433の33

E-mail ： info@yamasan-print.co.jp
TEL 029（252）8481/FAX 029（252）8459

飲んだら乗らずに
　　　お電話ください

国土交通省 茨城県公安委員会 認定第424号国土交通省 茨城県公安委員会 認定第424号
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㈱クリーン運転総合代行㈱クリーン運転総合代行
０１２０－２２ー７９０６０１２０－２２ー７９０６

国土交通省 茨城県公安委員会 認定第125号国土交通省 茨城県公安委員会 認定第125号

　この度、入会させていただきました
塚本孝一と申します。私は茨城県結城
市で開業していた父、塚本三郎より整骨院を引き継ぎ、
院名も新しく「塚本整骨院」から「かめさん整骨院」
と改めました。
　私は７，８年ほど整形外科で修行し知識や技術等を
学んでから、柔道整復師として現場に立ったのです
が、今まで整形の先生の指示に従い仕事をこなす立場
から、自分が患者さんと向き合い診療しその治療の方
針まで全て自分の責任において判断するという難しさ
に四苦八苦している次第であります。
　「会員になって想う！」というテーマにおいてまず
感じることは、今まで柔道整復師として活躍し、柔道
整復師の立場を確立されてきた諸先輩方の先生への尊
敬の念です。そして私も会員となったからには諸先輩
方の先生に恥じぬよう真実一路に邁進する決意です。
　この仕事をしていてやはり一番嬉しいことは、辛い
顔をして来院してきた患者さんが、痛みが緩和してい
き笑顔をみせてくれることです。そのために少しでも
地域の皆様に役に立てるようこれからも精進していき
ます。
　まだまだ駆け出しで未熟な私ではありますが、今後
ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

会員になって想う！
県西支部　塚本孝一

　

平
成
27
年
７
月
25
日（
土
）日
立
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、「
柔
整
療
養
費

を
め
ぐ
る
環
境
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会 

情

報
管
理
室
室
長
、
公
益
社
団
法
人
東
京
都

柔
道
整
復
師
会 

専
務
理
事
兼
総
務
部
長

の
新
井
宏
先
生
を
招
き
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
県
北
支
部
23
名
、 

他

支
部
７
名
、
本
会
以
外
の
柔
道
整
復
師
７

名
の
計
37
名
で
し
た
。

　

新
井
先
生
が
大
変
苦
労
し
て
集
計
さ
れ

た
デ
ー
タ
の
中
で
、
柔
整
業
界
を
取
り
巻

く
状
況
、
公
益
社
団
の
目
指
す
方
向
性
、

考
え
方
、
ま
た
個
人
契
約
と
公
益
社
団
法

人
の
会
員
の
比
較
や
こ
れ
か
ら
の
改
革
と

し
て
、
１
．
制
度
自
体
の
見
直
し
、
２
．

研
修
制
度
の
確
立
、
３
．
審
査
支
払
い
の

統
一
、
そ
し
て
柔
整
が
存
続
し
て
い
く
理

由
な
ど
、
ど
の
話
も
大
変
興
味
の
あ
る
内

容
を
ご
説
明
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
別
表
１
の
よ
う
な
数
字

が
出
て
お
り
と
て
も
興
味
深
い
デ
ー
タ
で

し
た
。

　

新
井
先
生
に
は
、
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ

す
る
と
、
到
着
す
る
や
い
な
や
豪
雨
と
雷

で
、明
日
は
中
止
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

翌
朝
は
小
降
り
と
な
り
、
無
事
に
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
後
、
午
後
２
時
30
分
よ
り
毎

回
恒
例
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
や
プ
ロ
野

球
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
順
位
発
表
及
び
表
彰
式
な
ど

が
行
わ
れ
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

茨
城
県
柔
道
整
復
師
会
県
北
支
部
保
険
講

習
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。（
広
報
委
員　

渡
邉
憲
史
）

別表１

年度 全国 関東 茨城

H23
平均件数 1234件 1169件 1076件
１件の費用額 8059円 8046円 8301円
請求額 995万円 940万円 894万円

H24
平均件数 1191件 1117件 879件
１件の費用額 7764円 7859円 7931円
請求額 925万円 879万円 698万円

H25
平均件数 1148件 1071件 851件
１件の費用額 7610円 7764円 7725円
請求額 874万円 831万円 658万円

TRIO

トリオ医科
〒 300-1216 茨城県牛久市神谷 6-6-1
TEL029（873）8553　FAX029（873）8796
東京（営）大田区・北関東（営）館林

株式
会社

信頼のネットワーク
地域密着

Door to DoorDoor to DoorDoor to Door

県
北
支
部
保
険
講
習
会
を
開
催

県
北
支
部
保
険
講
習
会
を
開
催「柔整療養費をめぐる環境と課題」

をテーマに行われた講習会
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《
訃　

報
》

・
沢
木　

千
代
（
さ
わ
き　

ち
よ
）

　

県
西
支
部　

沢
木
正
夫
会
員
の
母

　

６
月
26
日
死
去　

80
歳

・
石
川　

ち
え
（
い
し
か
わ　

ち
え
）

　

県
北
支
部　

石
川
博
英
会
員
の
母

　

７
月
12
日
死
去　

90
歳

・
松
本　

弘
（
ま
つ
も
と　

ひ
ろ
し
）

　

県
西
支
部
会
員

　

８
月
９
日
死
去　

73
歳

■
新
入
会
員
■

仲
田　

雅
幸　
（
な
か
た　

ま
さ
ゆ
き
）

　
　
　
　
　
　

昭
和
47
年
11
月
10
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　

幸
雅
堂
仲
田
接
骨
院

　
　
　
　
　
　

土
浦
市
中
村
南
４
―
１
３
―
８

　
　
　
　
　
　

０
２
９
―
８
０
４
―
０
４
３
８

　

水
戸
支
部
の
藤
田
利
光
会
員
の
長

女
利
奈
子
さ
ん
が
、
８
月
22
日
〜
23

日
に
行
わ
れ
た
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
水
戸
地
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
」

の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

利
奈
子
さ
ん
は
、
小
学
校
の
時
か

ら
募
金
活
動
を
行
い
、
高
校
生

の
時
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
10
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
利
奈
子
さ
ん
は
「
人
の

役
に
立
て
る
よ
う
な
こ
と
を
し

た
い
と
思
い
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
来
年
の
24
時
間
テ
レ
ビ
で

も
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　日頃、茨城県柔道接骨師協同組合の皆様には、公私にわたり弊社をご利用いた
だき心より感謝申し上げます
　私どもは、ギフト商品の販売を社の主軸事業としておりますが、ギフトという
狭い領域にこだわらずに営業活動をしております。
　弊社は、昭和47年に輸出を中心とする貿易商として東京都にて創業をさせて
いただき、卓上のライターを設計施行したものを海外へ輸出しておりました。
　そして、昭和54年からは、国内のギフト販売を中心に事業展開をしており、
今年で43年目の会社でございます。
　また、３年前からは、茨城県つくば美術館内で「cafe ohana（カフェ・オハナ）」
をオープンさせていただきました。
　主軸のギフトは、「他社が扱えて弊社に出来ないはずがない。」を信念にお客様
の要望には100%応えることを使命としております。
　今後とも、便利なギフト屋、頼りになるギフト屋としてどんなことでもお声掛
けいただき、それに応えるべき精進させていただきますので、何卒よろしくお願
い申し上げます。
　茨城県柔道接骨師協同組合様の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。

※掲載を希望する賛助会員は、協同組合事務局までお申し込みください。

協同組合賛助会員協同組合賛助会員
紹介コーナー紹介コーナー
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救 護 員 派 遣 の 近 況救 護 員 派 遣 の 近 況

茨城県つくば美術館内にある「cafe ohana（カフェ・オハナ）」

本社営業部　　　土浦市大和町7-16
阿見営業本部　　稲敷郡阿見町荒川本郷2880-2
　　　　　　　　℡029-834-2560　FAX029-834-2563
千代田営業所　　かすみがうら市稲吉東2-18-2
鉾田営業所　　　鉾田市上太田684
カフェ・オハナ　つくば市吾妻2-8 
　　　　　　　　つくば文化会館アルス内
　　　　　　　　http://www.tsukamotogift.co.jp

塚本工業株式会社
代表取締役　塚 本 勝 則

と
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久
）

７月26日（日）
平成27年度　第32回茨城県スポーツ少年団スポーツ大会
　茨城県武道館大道場
　助川悟志、松本明（水戸支部）
　３名の選手にテーピング等の処置をしました。
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藤田利光会員とボランティアグループ ROOTのみなさん



茨整発【県民健康講座】【県民健康講座】【県民健康講座】【県民健康講座】

いばらき柔道整復師会ニュース （8）第51号　平成27年９月30日（水）

２．もむ
　　手のひらの手首に近い部分（手根）や、親指の腹で、
筋肉に適度な圧力が加わるように、ゆっくりと回すよ
うにもみます。血流改善には筋肉の走行と平行方向に、
柔軟性の向上には直角方向に行います。また、親指と
他の四指や手のひらで、つかむようにもむ方法もあり
ます。この場合は、少しずつ体の中枢（中心）方向へ
ずらすように行います。
３．押す
　　親指の腹や手根を使い、体
の表面に対して垂直に圧力を
加えます。加圧時間は３～５
秒で、これを数回繰り返しま
す。特に筋肉が固くなった部
分に行います。
４．たたく
　　主にマッサージの仕上げに行います。一般向けとし
ては、両手の指を開いてひらを合わせ、手首を回転さ
せるように小指側でたたく方法。おにぎりを握るよう
に両手を組み合わせ、指の付け根が当たるように、手
首から先でたたく方法があります。握りこぶしでたた
く場合は、軽い力でしてください。

【ちょっと注意して!! 】
１．いきなり強く行わない
　　最初は軽くさすることから始め、受けている人をリ
ラックスさせることが大切です。いきなり強い力でもん
だりすると、相手が体を緊張させ効果的に行えません。
２．心地よい強さで
　　マッサージの強さは、受けている人の感覚を大切に
して、心地よいと感じる適度な強さにします。強くや
るほど効果的と思いがちですが、決してそうではあり
ません。
３．炎症がある場合は行わない
　　ケガなどで腫れていたり、熱をもっている場合は、
炎症を起こしているのでマッサージをしてはいけませ
ん。炎症を起こしている部分に行うと、症状をひどく
してしまうことがあります。
４．骨の上は行わない
　　骨のすぐ上に皮膚がある部分を強くマッサージする
と、皮膚の組織を傷めることがあります。軽くさする
程度にしてください。
５．高齢者にはソフトに
　　高齢者には骨粗鬆症などで骨がもろくなっている方
もいます。強く押したりすると、骨折する危険があり
ます。特に、背中や腰を押す時には注意しましょう。

（広報委員　早乙女聰）

編集発行人　市川善章
発行責任者　荒井健吉
編 集 部 員　髙儀和広　早乙女聰
　　　　　　根本光昭　岩本勝久　渡邉憲史
公 益 社 団 法 人 茨 城 県 柔 道 整 復 師 会
〒310―0804　　水戸市白梅二丁目2番39号
TEL 029（247）8111  FAX 029（247）8126
E-mail　shiraume08@ibaraki.email.ne.jp

家庭で手技療法　簡単マッサージ家庭で手技療法　簡単マッサージ
　私たち柔道整復師は日々の施術で、疼痛緩和、筋緊張
緩和、機能回復などを目的として、柔整手技療法を行っ
ています。今回はその柔整手技と技術的に通じる、家庭
でできる簡単なマッサージ法をご紹介します。

■「手当て」が基本
　古くから「手当て」という言葉があるように、痛めた
ところを軽くさすっていると痛みが薄らいでいくことが
あります。それは皮膚が痛みの受容器であるため、手に
よる穏やかな刺激が痛みを緩和してくれるからです。
■マッサージとは
　手や指を使って皮膚や関節の表面をさすり、もんだり
することで、血液の循環をよくし、筋肉の柔軟性を回復
させるのがマッサージです。血液循環がよくなると、筋
肉中に蓄積していた痛みの物質や疲労物質などが押し流
され、筋肉に生じていた痛みや張りが軽減します。
■マッサージの効果
　たとえば、ふくらはぎを約10分マッサージ(さする、
もむ、押す)すると、皮膚が温かくなり表面温度が上が
ります。温度の上昇は、その部分の血液循環が改善され
血行がよくなったからです。また、直接マッサージして
いない太ももや、足先の温度も同時に上がることも医学
的に証明されています。

【効果的に行うポイント】
１．さする
　　手に軽く圧力を加えて、や
さしくさする方法で、強く
行ってはいけません。

　　マッサージの最初は、まず
この方法で皮膚や筋肉に軽
く刺激を与えます。


